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 本論は、近代日本語における新漢語、なかでも、従来の新漢語研究において十分に明らかにされて
こなかった具象概念を表す新漢語がどのように生まれ、展開していったのかを、明らかにしようとす



















新漢語の展開と定着契機の場（第 12 章）であると位置づけている。 
最後に、結論の第 6部では、本論の成果をまとめ、その意義を述べている（第 13章）。 
 本論文は、従来の日本語史研究には用いられてこなかった西洋見聞録類・行政公的資料類を積極的
に資料として用い、それらを丹念に調べあげて、具象概念を表す新漢語の歴史を精緻に明らかした。
また、新漢語概念の再定義、資料の有用性の検討・位置づけもおこない、近代語研究の基盤の整備も
すすめている。この成果は、新漢語研究、さらには日本語語彙史研究に大きく寄与するものといえ、
高く評価できる。 
よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認めら
れる。 
